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境町の取り組み最前線
広がる国際交流！

フィリピン共和国マリキナ市×姉妹都市交流協定

ハワイ×境町ウィーク　アルゼンチン×友好関係

世界の隈研吾×道の駅増築



フィリピン共和国マリキナ市と
姉妹都市交流協定を締結！

友好記念品 美術作品を贈呈
境町からは富士山をテーマにした版画作品（富張広司氏 : 作）
を贈呈、テオドロ・マリキナ市長からは靴が友好記念品とし
て贈られました。

　
５
月
18
日
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国

マ
リ
キ
ナ
市
の
迎
賓
会
場
カ
ピ
タ

ン
・
モ
イ
に
て
、
境
町
と
マ
リ
キ
ナ

市
の
姉
妹
都
市
交
流
協
定
の
締
結
式

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。境
町
一
行
は
、

マ
リ
キ
ナ
市
の
特
産
品
で
あ
る
靴
を

持
っ
た
子
供
た
ち
の
鮮
や
か
な
歓
迎

の
踊
り
で
出
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
調
印
式
に
は
、
マ
ル
セ
リ
ー
ノ
・

R
・
テ
オ
ド
ロ
・
マ
リ
キ
ナ
市
長
を

は
じ
め
、
ジ
ョ
セ
リ
ト
・
リ
ベ
ラ
・

マ
リ
キ
ナ
大
学
学
長
、
教
育
関
係
の

責
任
者
や
、
市
幹
部
が
出
席
、
境
町

か
ら
は
、
橋
本
町
長
、
半
村
県
議
会

議
員
、
倉
持
議
長
は
じ
め
町
議
会
議

員
、増
田
教
育
長
、青
谷
教
育
委
員
、

ま
た
、
今
回
の
姉
妹
都
市
交
流
締
結

に
尽
力
い
た
だ
い
た
遠
藤
元
財
務
副

大
臣
、
A
K
I
財
団
の
大
類
理
事

長
、
そ
し
て
、
日
本
大
使
館
内
田
総

領
事
に
出
席
い
た
だ
き
、
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
協
定
締
結
に
よ
っ
て
、
境

町
に
マ
リ
キ
ナ
市
で
研
修
を
受
け
た

英
語
教
師
を
招
く
教
育
事
業
や
ビ
ジ

ネ
ス
交
流
を
積
極
的
に
進
め
た
い
考

え
で
す
。

　
締
結
式
終
了
後
は
、
マ
リ
キ
ナ
大

学
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
マ
リ
キ

ナ
大
学
は
9
0
0
0
人
の
学
生
数

を
誇
り
、
日
本
語
を
第
２
外
国
語
と

し
て
専
攻
す
る
コ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
。
橋
本
町
長
も
学
生
た
ち
と
懇
談

し
、
町
長
に
向
け
ら
れ
る
質
問
に
学

生
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
が
感
じ
ら
れ
る

と
と
も
に
、
ア
ニ
メ
な
ど
の
文
化
を

通
じ
て
日
本
に
興
味
を
持
っ
て
い
る

学
生
も
多
く
、
大
変
親
日
で
あ
る
と

い
う
印
象
も
受
け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
A
K
I
財
団
に
て
境

町
へ
招
く
英
語
教
師
の
面
接
を
行
い

ま
し
た
。
３
名
の
募
集
に
対
し
６
名

の
応
募
が
あ
り
、
今
後
の
活
躍
に
期

待
が
持
て
る
面
接
と
な
り
ま
し
た
。

９
月
か
ら
は
選
ば
れ
た
３
名
の
教
師

を
招
き
、
境
町
の
子
ど
も
た
ち
の
英

語
力
の
底
上
げ
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。

フィリピンの伝統的な歓迎の儀式

締結式会場のカピタン・モイに
て、特産品の靴を持ち歓迎の儀
を踊るマリキナ市の皆さん。カ
ラフルな衣装も印象的

締結式にて両市町の今後の友
好関係を期待し熱い握手を交
わす、マリキナ市長と橋本町長

協定の締結式にて。遠
えんどう

藤乙
おとひこ

彦元財務副大臣（後列右から 7 番目）、日本大使館内田総領事（前列右端）、テオドロ・マリキナ市長（同 5 番目）、AKI 財団の
大
おおるいあきつぐ

類晶嗣理事長（同 7 番目）、

Philippines

境の子供たちに世界基準の英語力を！

マリキナ大学 現地大学生と交流
マリキナ大学を訪問し学生との交流を行いました。マリキ
ナ大学はテオドロ市長が市議時代に「貧しい子供たちのた
めに大学を作りたい」という志から創設された大学です。
今学期から学費が全額無料になったものの、実験室やパソ
コンなどが不足している課題を抱えています。
　活発な質疑応答が繰り広げられ、町長からの「日本に来
たい方はいますか？」の問いかけに多くの生徒の手が挙が
りました。

What's マリキナ市
シューズキャピタル（靴の都）としても有名で、人口は約 45 万人。

Voice

　フィリピンは、好調な経済と、高
い英語力、国民の平均年齢が 23 才と
いう若い力で発展し続けている国で
す。現地ではフィリピンの方たちの
温かさを実感しました。今回の姉妹
都市交流協定により、今後境町で実
施される子どもたちへの英語教育か
ら町民レベルの友好交流につなげて
いきたいと思います。

町での英語教育を通して
町民との友好交流へ

男女共同・国際室
係長　坂井 静香

海外自治体と初
の姉妹都市提携

在フィリピン日本国大使館

締結式会場のカピタン・モイ

AKI財団 英語教師の面接を実施
フィリピン共和国で日本語教室を運営している AKI 財団（大
類晶嗣理事長）を訪問し、今年境町へ招く英語教師の面接
を行いました。来年度は約 20 名の教師を招く予定です。
　大類理事長は「この英語教育を公立学校に取り入れる境
町の取り組みはモデルケースになる」と期待を述べました。

　今回マリキナ市のみなさんと共に、全国に先駆けて
先進的な英語教育を境町に取り入れます。日本の英語
力はアジア 27 カ国中 26 位です。私はフィリピンの
素晴らしい英語力を境町から日本へ広げていきたいと
思います。
　この取り組みをマリキナ市と成功させることによっ
て、国際感覚に優れた子どもたちが育っていくと確信
していますので、今後の教育事業へのご協力をお願い
いたします。また、今回の交流を通じ、マリキナ市の
子どもたちと境町の子どもたちとの間に相互理解が深
まり、将来にわたって友好交流が継続されていくこと
を希望いたします。　　　　　　　（締結式挨拶より抜粋）　

先進的な
英語教育を
境町へ

●橋本町長

「 「

　この度の締結によりまして境町とマリキナ市が文化
的、教育的、そして事業・ビジネスを通じた交流が広
がることを期待しております。今回の姉妹都市締結と
いいますのは、既に 100 年近くかけて培われてきた
両国の偉大な友好関係をさらに強化し、我々が継続す
るものであります。マリキナ市と境町が両市町ともお
互いに栄光を受けられんことをお祈りしています。

（締結式挨拶より抜粋）

ビジネスの
機会拡大に
期待します

●テオドロ市長

「 「
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
教
師
を
招
き

英
語
力
の
底
上
げ
を
目
指
す

　今回のマリキナ市と境町の姉妹都市提携によって、
特に教師の派遣を通じたお互いのトレーニング・研修
でありますとか、グローバルな教育が育まれることと
なり、まさに 21 世紀のあるべき姉妹都市提携の形と
して考えられると思います。日本大使館といたしまし
ても、両自治体のパートナーシップが今後も継続され
ることを期待しております。　　　 （締結式挨拶より抜粋）

21世紀の
姉妹都市提携

●内田総領事

「 「
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ワイキキビーチでハワイ最大級の
花火大会「境町ウィーク」を開催

安倍総理夫妻主催夕食会に
橋本町長が出席

アルゼンチンナショナルデー
レセプションに橋本町長が出席

Hawaii

企業版ふるさと納税1億円の寄付金で実現！アルゼンチン共和国マクリ大統領来日歓迎

Voice

　

５
月
19
日
（
金
）、
首
相
公
邸
に

お
い
て
行
わ
れ
た
安
倍
総
理
夫
妻
主

催
に
よ
る
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
共
和
国
マ

ク
リ
大
統
領
歓
迎
の
夕
食
会
に
橋
本

町
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
夕
食
会
に
は
、
日
本
側
か

ら
政
治
、
経
済
、
文
化
な
ど
様
々
な

分
野
で
活
躍
す
る
30
名
が
招
待
さ

れ
、
境
町
と
し
て
は
、
2
0
2
0

年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
に
登
録
さ

れ
て
い
る
こ
と
や
、
長
田
小
学
校
が

　

６
月
４
日
（
日
）、
ハ
ワ
イ
州
ホ

ノ
ル
ル
市
に
お
い
て
、「
境
町
ウ
ィ
ー

ク
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
橋
本
町
長
、
野
口
観
光

協
会
長
を
は
じ
め
、
茨
城
県
知
事
代

理
と
し
て
県
国
際
課
長
や
議
会
、
商

工
会
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
い
き
い

き
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
、
ふ
る
さ
と
祭
り
協
力
会
な
ど

各
種
団
体
の
代
表
の
方
に
も
参
加
を

い
た
だ
き
、
ワ
イ
キ
キ
ビ
ー
チ
で
の

花
火
打
ち
上
げ
や
町

の
文
化
や
伝
統
、
さ

し
ま
茶
な
ど
の
特
産

品
を
ハ
ワ
イ
の
住
民

や
日
本
人
観
光
客
に

Ｐ
Ｒ
を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
花
火
大
会

に
は
、
来
賓
と
し
て

ス
コ
ッ
ト
・
グ
レ
ン

ハ
ワ
イ
州
環
境
監
督

部
長
官
や
若
井
ハ
ワ

イ
州
議
会
上
院
議

員
、
ア
メ
ミ
ヤ
ホ
ノ

ル
ル
副
市
長
、
三
沢

総
領
事
、
有
吉
領
事

な
ど
大
勢
の
方
に
来

場
い
た
だ
き
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
ハ
ワ
イ

と
の
交
流
を
深
め
、

将
来
的
に
友
好
都
市
協
定
を
結
び
、

境
町
の
子
ど
も
達
の
国
際
交
流
や
英

語
教
育
の
充
実
と
、
ハ
ワ
イ
の
皆
さ

ん
に
境
町
を
訪
れ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
よ
る
交
流
人
口
の
増
加
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、
今
回
の
事
業
に
お
け
る
費

用
に
は
、
ロ
イ
ヤ
ル
化
粧
品
株
式
会

社
（
東
京
都
）
か
ら
の
企
業
版
ふ
る

さ
と
納
税
に
よ
る
寄
付
金
１
億
円
を

活
用
し
て
い
ま
す
。

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
大
使
館
と
80
年
以
上

に
わ
た
り
交
流
を
続
け
、昨
年
に
は
、

児
童
6
名
を
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
派
遣

す
る
な
ど
、
積
極
的
に
交
流
を
推
進

し
て
い
る
こ
と
か
ら
招
待
さ
れ
た
も

の
で
、
自
治
体
と
し
て
招
待
さ
れ
た

の
は
境
町
の
み
で
し
た
。

　
夕
食
会
で
は
、
交
流
を
深
め
る
と

と
も
に
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
境
町
を
キ
ャ
ン
プ
地
と

し
て
選
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
マ
ク
リ

大
統
領
に
お
願
い
し
て
き
ま
し
た
。

　
５
月
25
日
（
木
）、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
共
和
国

大
使
館
に
お
い
て
行
わ
れ
た
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

ナ
シ
ョ
ナ
ル
デ
ー
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
橋
本
町

長
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

ナ
シ
ョ
ナ
ル
デ
ー
は
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
が
ス

ペ
イ
ン
か
ら
の
独
立
を
求
め
る
５
月
革
命
が

1
8
1
0
年
５
月
25
日
に
始
ま
っ
た
こ
と
を

記
念
し
定
め
ら
れ
た
も
の
で
、
今
回
、
境
町
と

し
て
初
め
て
招
待
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、ア
ラ
ン･

ベ
ロ
ー
大
使
を
は
じ
め
、

山
本
幸
三
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
、
佐
藤
ゆ
か

り
衆
議
院
議
員
、
遠
藤
信
博
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
協

会
会
長
な
ど
政
界
・
財
界
・
各
団
体
か
ら
約

2
0
0
名
が
参
加
さ
れ
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

ホノルル市役所を表敬訪問 ハワイ州環境監督部を表敬訪問

花火会場にて境町の特産品をＰＲ

ハワイのラジオ番組に出演

ロイヤル化粧品株式会社より 1 億
円の寄付をいただきました（写真
左：桃園代表取締役会長）

日本総領事館を表敬訪問

アルゼンチンのマクリ大統領。アルゼ
ンチン大統領の来日は 1998 年以来

夕食会に出席する橋本町長

写真右から橋本町長、アラン ･ ベロー大使、フェ
リペ・ガルデラ公使

歓迎のスピーチをするアラン ･ ベロー
大使

安倍総理の歓迎スピーチ（手前はマクリ大
統領）

安倍総理と握手を交わす橋本町長

写真右から遠藤アルゼンチン協会会長、山
本内閣府特命担当大臣、橋本町長

夕食会の様子

境町による花火がワイキキビーチと夜空を彩りました

大成功！

日本側の
出 席 者30名

首相公邸で開催

花火会場となった
ワイキキビーチ

Argentina

　今回の事業へ参加して、ハワイの
青い海と広い空のもと、日本との文
化や考え方の違いを知り、見聞を広
めることができたことを嬉しく思い
ます。また、ハワイでの体験を「い
きいきクラブ連合会」の皆さんへ広
めていき、ゆくゆくは、連合会の皆
さんとハワイへの視察研修や交流を
行えたらと思います。

この経験を連合会の
皆さんへ広め活かしたい

境町いきいきクラブ連合会
会長　寺山 守さん

ハ
ワ
イ
史
上
最
大
の
花
火
大
会
！

町
の
文
化
や
伝
統
︑
特
産
品
を
P
R

自
治
体
招
待
は
境
町
の
み
！

境
町
を
キ
ャ
ン
プ
地
と
し
て
ア
ピ
ー
ル

境町として初の招待！
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ハ
ワ
イ
✖

 
境
町
ウ
ィ
ー
ク

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
✖

 
友
好
関
係

境町の取り組み最前線
広がる国際交流



Voice

　境町に隈研吾氏の作品が残るとい
うことは、とても画期的です。周り
からの注目度も高く、視察、見学な
どで沢山の方が境町を訪れると思い
ます。一流事務所のお仕事を近くで
拝見できる喜びも大きいですが、しっ
かりと境町と隈事務所との意図を理
解し、境町のまちづくりに少しでも
貢献出来ればうれしいです。

一流事務所・隈研吾氏の
建築物は町の財産

Wakana Design
一級建築士事務所
代表 鈴木祐子さん

事
中
）
に
続
き
３
个
所
目
。

　

レ
ス
ト
ラ
ン
ン
は
２
階
建
て

で
、
１
階
は
地
産
地
消
を
提
供
す
る

ビ
ュ
ッ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
、
２
階
で

は
さ
し
ま
茶
や
ケ
ー
キ
を
楽
し
め
る

カ
フ
ェ
や
特
産
の
梅め
い
し
ゃ
ん
と
ん

山
豚
の
鉄
板
焼

き
を
提
供
す
る
予
定
で
す
。

　
外
観
は
、
町
の
特
産
品
の
「
さ
し

ま
茶
」
と
建
築
物
の
融
合
が
見
事

で
、
外
壁
を
覆
う
よ
う
に
設
置
さ
れ

た
ポ
ッ
ト
に
は
、
さ
し
ま
茶
の
木
が

植
え
ら
れ
、
太
陽
光
を
遮
断
す
る
と

と
も
に
、
境
町
ら
し
さ
を
表
現
し
て

い
ま
す
。
レ
ス
ト
ラ
ン
の
店
内
は
、

さ
し
ま
茶
染
め
の
布
地
を
天
井
と
壁

に
張
り
巡
ら
せ
、
自
然
環
境
へ
の
配

慮
も
考
え
ら
れ
た
モ
ダ
ン
な
デ
ザ
イ

ン
。
利
用
者
が
快
適
に
過
ご
せ
る
よ

う
な
空
間
作
り
が
至
る
と
こ
ろ
に
工

夫
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
年
度
内
の
完

成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。完
成
ま
で
、

ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
！

　
「
道
の
駅
さ
か
い
」
の
北
側
に
レ

ス
ト
ラ
ン
を
増
築
す
る
工
事
が
始

ま
り
ま
す
。
設
計
は
、
建
築
家
の

隈く
ま
け
ん
ご

研
吾
さ
ん
（
隈
研
吾
建
築
都
市
設

計
事
務
所
）
に
委
託
。
隈
さ
ん
は
、

２
０
２
０
年
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
メ
イ
ン
会
場
と
な
る
新
国

立
競
技
場
を
は
じ
め
、
ホ
テ
ル
や
美

術
館
な
ど
様
々
な
建
築
物
を
設
計
し

て
お
り
、
県
内
で
は
取
手
市
の
県
南

総
合
防
災
セ
ン
タ
ー
を
手
が
け
て
い

ま
す
。
道
の
駅
に
携
わ
る
の
は
、
高

知
県
梼ゆ
す
は
ら
ち
ょ
う

原
町
、
秋
田
県
鹿か

角づ
の
市
（
工

道の駅さかい レストラン増築プロジェクト

外観に茶畑ポッドをあしらい境町らしさを表現。敷地面積は 600㎡で、鉄筋構造の二階建て、延べ床面積は 380㎡1 階は開放感のあるビュッフェレストラン。階段を上がると中 2 階には、地産地消を体感
できる物販や梅豚山の生ハム工房、さらに階段を上がると 2 階には、お茶文化を発信す
るさしま茶のサロンや鉄板焼きを楽しめるようになっています

新国立競技場を手がけた隈
く ま

研
け ん

吾
ご

さんが設計！

道の駅さかい

駐車場が広くなりました

ビュッフェ、鉄板焼き、カフェを併設

「道の駅さかい」に
新施設ができます

NEWS 駐車台数
14台増

　道の駅さかいの駐車場は、利用者の増加により満車になる
ことも多く、駐車スペースが課題でした。道の駅に対して、
縦型の駐車スペースを横型に修正したことで、55 台から 69 台
へと、駐車台数を 14 台増やすことができました。これからも
皆さんが快適に利用できるよう改善して参ります。

駐車時の動線がスムーズになり、空車スペースも見やすく変わりました

新施設の印象をより強くする茶畑ポッド。県産木材を
使用したプラントボックスは新国立競技場と共通する
部分があります。茶畑ポッドが太陽光を遮断し、優し
い光を店内に運びます

道の駅さかいと新施設をつなぐスペースには、大きな広場と外階段があり、
外ににぎわいを広げる施設。町に新たな人の流れを生み出し、河岸のまち
として栄えた境町として、交流の拠点となる河岸蔵を作ります

総工費約 2 億円のうち
75% は国の財源である
地方創生拠点整備交付金
等を活用しています！

さしま茶染めのファブリックが柔らかく迎え入れます コンセプトは「食」が人と町を結ぶ、にぎわいの茶
ちゃくら

蔵

レストランの模
型を手にする隈
研 吾 さん（ 左 ）
と橋本町長

自然環境に配慮した素材

　町の特産品を
使用したさしま茶
染めファブリック

アスファルトの
路面温度を

下げる舗装剤

廃素材をリサイクル
した吸音効果の
高い内装パネル

県産木材を利用した
茶畑ポッドで
太陽光を遮断

約 1 億 5,000 万円
補助金を獲得！

写真はイメージ
Sakai town news Sakai town news7 6

道
の
駅
増
築
事
業



Voice

ふるさと納税をきっかけに境町の魅
力を知ってもらいたい。境町の特産
品や人とのふれあいを大切にしなが
ら、まちの活性化を図っていきたい
と考えています。また、ふるさと納
税大感謝祭の開催を通じて、町外の
方に境町の魅力や雰囲気を味わって
いただき、1 人でも多くの「境町ファ
ン」を増やしていきたいと思います。

境町ファンの獲得を
目指して

まちづくり推進課
主事　岩井和彦

※境町の返礼品割合は 4 割のため、7 月末を目処に 3 割に変更する予定です。

Sakai town news Sakai town news9 8

境
町
ふ
る
さ
と
納
税

大幅に寄付金額を伸ばし、町の貴重な新財源となっている境町のふるさと納税制度。
そんなふるさと納税制度の更なる発展を目指す町の取組を紹介します。

境   町

ふるさと
納   税

「ふるさと納税の健全な
発展を目指す自治体連合」設立

全国 53 自治体が参加  随時拡大中！

東京都千代田区の都道府県会館での共同代表による記者会見で発言する橋本町長

●共同代表
北海道上士幌町、山形県、茨城県境町、福井県、
滋賀県近江八幡市、長崎県平戸市
●共同発起人
北海道東川町、岩手県、秋田県湯沢市、山形県天童市、群馬県中之条町、
石川県輪島市、福井県小浜市、福井県鯖江市、福井県若狭町、山梨県
甲州市、岐阜県笠松町、愛知県碧南市、大阪府泉佐野市、徳島県鳴門市、
高知県越知町、高知県四万十町、佐賀県上峰町、佐賀県みやき町、
大分県佐伯市、宮崎県綾町、鹿児島県大崎町

（※H28は 110,023,274 円の熊本支援代理受付分を含む）

　﹁
ふ
る
さ
と
納
税
大
感
謝
祭
イ
ン
境
町
﹂
の
第

１
弾
と
し
て
︑
昨
年
度(

平
成
28
年
度)
境
町
に

ふ
る
さ
と
納
税
を
さ
れ
た
寄
付
者
の
中
か
ら
抽
選

で
５
０
０
名
の
皆
さ
ん
を
﹁
新
宿
駅
発
着
利
根
川

大
花
火
大
会
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
﹂
に
招
待
い
た

し
ま
す
︒

　
当
初
︑１
０
０
名
を
招
待
す
る
予
定
で
し
た
が
︑

１
万
６
千
人
を
超
え
る
応
募
が
あ
っ
た
た
め
︑
定

員
を
増
や
し
︑
５
０
０
名
の
皆
さ
ん
を
招
待
い
た

し
ま
す
︒

新
宿
駅
発
着
の

日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー

橋本町長、野口観光協会長による抽選会

年 度
（平成：Ｈ） H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

寄  付
金  額
（円）

8万 5,000 7 万
5,000

5 万
5,000

2 万
1,000

6 万
5,000 3,142 万 8億

5,974 万
17億
2,115 万

様々な施策を実現するための
貴重な財源になっています

　
５
月
16
日
︑
都
道
府
県
会
館
︵
東
京
都
千
代
田
区
︶

に
お
い
て
︑
境
町
や
福
井
県
な
ど
全
国
27
の
地
方
自

治
体
の
参
加
の
も
と
︑﹁
ふ
る
さ
と
納
税
の
健
全
な
発

展
を
目
指
す
自
治
体
連
合
﹂
が
設
立
さ
れ
︑
橋
本
町

長
を
含
む
６
人
が
共
同
代
表
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
︒

　
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
つ
い
て
は
︑
全
国
的
に
返

礼
品
の
高
額
化
や
自
治
体
間
の
競
争
の
過
熱
が
問
題

視
さ
れ
て
お
り
︑
今
年
４
月
に
は
︑
総
務
省
よ
り
返

礼
品
の
価
格
を
抑
え
︑
資
産
性
の
高
い
返
礼
品
は
廃

止
す
る
よ
う
全
国
の
自
治
体
に
要
請
が
あ
り
ま
し
た
︒

　
今
回
︑
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
本
来
の
趣
旨
で
あ

る
寄
付
者
の
思
い
を
地
方
活
性
化
に
つ
な
げ
る
と

い
っ
た
意
義
の
普
及
・
拡
大
を
目
指
し
︑
自
治
体
連

合
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
︒
今
後
は
︑
参
加
自
治
体
同

士
で
取
り
組
み
の
共
有
や
︑
優
秀
事
例
の
表
彰
な
ど

を
行
い
︑
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
更
な
る
推
進
を
目

指
し
ま
す
︒
　

　
橋
本
町
長
は
︑
設
立
総
会
後
の
記
者
会
見
の
中
で
︑

﹁
最
近
︑
返
礼
品
の
過
熱
競
争
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い

ま
す
が
︑
ふ
る
さ
と
納
税
の
制
度
自
体
は
悪
い
も
の

で
は
な
く
︑
地
方
を
活
性
化
さ
せ
る
ツ
ー
ル
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
︒
こ
の
自
治
体
連
合
が
良
い
モ
デ

ル
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
﹂
と
述
べ
ま
し
た
︒

ふ
る
さ
と
納
税
の
更
な
る

推
進
を
目
指
し
て

首都圏を中心に
約 3 万通のチラシを

送付しました

首都圏を中心に

利根川

野村煙火
工業
野村花火
工業

山﨑煙火
製造所
山﨑煙火
製造所

紅屋青木
煙火店
紅屋青木
煙火店

抽選で100
名様

新宿
駅

から
バス
で

送迎

  7/16［日］

大花火大会

内閣総理大臣
賞受賞　三大

花火師による
夢の競演！

バスツア
ーご招待

参加費
無料
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茨城県境町

ふるさと納税

感謝祭

平成28年度

応募締切６月
７日　詳しく

はうら面へ

2017

ふるさと納税大感謝祭イン境町を開催！

【自治体連合 共同発起人   27  自治体】

ふ
る
さ
と
納
税
の

制
度
は
地
方
を

活
性
化
さ
せ
ま
す

こ
の
自
治
体
連
合
が

良
い
モ
デ
ル
に

ふるさと納税の結果
平成 28 年度

79,347 件　

17 億 2,115 万円 

寄 付 件 数

寄付額合計

赤ちゃんにこにこ

クーポン事業

小中学生の

給食費半額

小中学校へ

タブレット導入

境町への
寄付金は

毎年増えて
います！

17 年ぶりの

消防車両導入

境町が
共同代表に
就任！

平成 28 年度境町へのふるさと納税寄付者（東京圏）を

「利根川大花火大会」へ抽選で 500 名招待 !!
なんと 1 万 6,427 人の応募がありました！



開催日 行政区名等
1月 10日 七　軒
　　15日 猿　山
　　27日 蛇　池
２月 21日 若林蓮台
３月 10日 上小橋
　　12日 内門新田
　　18日 中大歩
　　19日 浦　向
　　19日 稲　尾
　　19日 若林本田
　　21日 下仲町
　　22日 雇用促進住宅
　　25日 陽光台
　　25日 上仲町
　　26日 西泉田
　　26日 内門本田
　　26日 百　戸
　　26日 伏木中部
　　26日 山崎北
　　31日 志　鳥
４月１日 静地区区長会
　　１日 松岡町第 1区

開催日 各種団体名等
1月 23日 住吉町長寿会
　　24日 境町商工会婦人会
　　25日 境町職員年金者会
　　30日 内門本田老人会
3月 4日 境町区長会
　　25日 染谷寿会

4月 6日 境町いきいきクラブ
連合会

　　6日 行政区長委嘱式
　　10日 山神町長生会

　　24日 境町青少年相談員
連絡協議会

　　24日 境町ボランティア
連絡協議会

　　26日 境町遺族会

　　28日 境町統計調査員
協議会

5月 8日 境町スポーツ少年団
　　9日 境町商工会女性部
　　11日 境町 PTA連絡協議会

　　11日 境町健康づくり協力委
員会

　　11日 境町食生活推進
協議会

【行政懇談会一覧】 【その他町政報告先一覧】

町では、各行政区や各種団体の総会などにお邪魔させて
いただき、行政懇談を実施しています。橋本町長が自ら
町政報告を行うと共に、町民の皆さんから町への様々な
ご意見・ご要望をいただいています。ここでは、各行政
区での町政報告の様子と、平成 28 年度の要望や質問へ
の対応および回答についてご報告いたします。

平成 29 年　町の現状と展望をご報告

町
政
報
告
と
要
望
改
善

※平成 29年 1月～平成 29年 6月 27日までに行った町政報告

開催日 行政区名等
　　１日 松岡町第 2区
　　１日 松岡町第 3区
　　１日 旭町 1区
　　１日 旭町 2区
　　１日 旭町 3区
　　２日 山神町第 1区
　　２日 山神町第 2区
　　２日 塚崎一
　　２日 本船町
　　８日 金　岡
　　９日 長井戸 1区
　　９日 長井戸 2区
　　９日 下砂井
　　９日 住吉町第 1区
　　９日 住吉町第 2区
　　９日 住吉町第 3区
　　９日 上　町　
　　15日 新吉町

５月６日 森戸地区区長・
副区長会

　　14日 宮本町
　　28日 染　谷

町政報告
と

要望改善

開催日 各種団体名等

　　14日 青少年健全育成
さかい町民の会

　　15日 境町ふるさと祭り
協力会

　　15日 境町産地銘柄推進
協議会

　　24日 境町商工会
　　28日 境町体育協会

　　28日 境町身体障害者福祉
協議会

　　29日 境スタンプ会

　　29日 境地区交通安全協会
境支部

　　30日 猿島地区更生保護
女性会境支部

6月 8日 清流会

　　13日 境町の環境を考える住
民の会

　　14日 境町農業再生協議会

　　26日
境町交通安全母の会
OG会マザーズネット
ワーク

　　27日 境町青色申告会

◎
児
童
ク
ラ
ブ
が
境
小
に
で
き
ま

し
た
が
、
境
小
前
の
道
路
は
交
通

規
制
が
あ
り
車
両
が
入
れ
な
い
時

間
帯
が
あ
り
困
っ
て
い
ま
す
︒
せ

め
て
利
用
者
の
多
く
な
る
、
夏
休

み
中
の
解
除
を
希
望
し
ま
す
︒

　
許
可
権
者
で
あ
る
境
警
察
署
と

の
度
重
な
る
協
議
の
結
果
、
境
小

学
校
前
の
道
路
の
通
行
に
つ
い
て

は
、
児
童
が
怪
我
を
し
て
い
る
な

ど
、
や
む
を
え
な
い
理
由
が
あ
る

場
合
に
の
み
通
行
を
許
可
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

町
で
は
境
小
学
校
と
協
議
し
、
夏

休
み
期
間
中
の
交
通
規
制
の
時
間

帯
に
限
り
、
小
学
校
裏
側
の
出
入

り
口
を
送
迎
で
利
用
で
き
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

◎
ふ
れ
あ
い
の
里
駐
車
場
は
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
夢
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
場
ま
で
遠
い
の
で
、
ロ
ー
タ

リ
ー
付
近
に
駐
車
場
を
作
っ
て
ほ

し
い
の
で
す
が
︙
︙
︒

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
北
側
に

駐
車
場
を
増
設
す
る
事
業
を
今
年

度
に
組
み
込
ん
で
い
ま
す
。
駐
車

場
が
増
設
さ
れ
れ
ば
、
ギ
ャ
ラ

リ
ー
夢
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
利

用
者
の
皆
さ
ん
も
更
に
快
適
に
利

用
可
能
に
な
り
ま
す
。

◎
旭
町
町
内
会
で
子
ど
も
神
輿
等

の
修
繕
に
か
か
る
費
用
を
助
成
し

て
ほ
し
い
︒

　
平
成
28
年
10
月
に
町
か
ら
自
治

総
合
セ
ン
タ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
に
助
成
申
請
を
行
い
、

今
年
度
満
額
の
2
5
0
万
円
が

交
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
報
告
い
た

し
ま
す
。

◎
境
町
の
残
土
条
例
は
ど
の
よ
う

な
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
か
？
　

　
残
土
条
例
の
強
化
に
つ
き
ま
し

て
は
、
条
例
改
正
を
行
っ
た
近
隣

の
市
町
で
は
あ
ま
り
効
果
が
無

く
、
残
土
の
搬
入
が
続
け
ら
れ
て

い
る
状
況
で
あ
り
ま
し
た
の
で
、

町
と
し
て
は
、
関
係
機
関
と
連
携

し
、
大
型
車
が
侵
入
で
き
な
い
よ

う
道
路
を
狭
め
る
等
、
独
自
の
対

策
を
講
じ
て
取
り
締
ま
り
の
強
化

に
努
め
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
、

町
と
し
て
も
境
町
に
残
土
の
搬
入

を
さ
せ
な
い
と
い
う
強
い
意
思
表

示
を
表
す
た
め
、
境
警
察
署
や
県

廃
棄
物
対
策
課
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
残
土
の
搬
入
を
防
止
す
る

と
と
も
に
、
残
土
条
例
の
一
部
を

改
正
し
、
条
例
の
強
化
を
図
る
べ

く
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

◎
防
災
無
線
が
聞
こ
え
な
い
の

で
、
新
し
い
機
器
へ
の
交
換
を
お

願
い
し
た
い
︒

　
聞
こ
え
な
い
等
の
故
障
に
つ
い

て
は
、
修
理
や
新
し
い
機
種
へ
の

交
換
等
で
対
応
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
防
災
行
政
無
線
に
代
わ
る
新

た
な
情
報
伝
達
手
段
と
し
て
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用
す
る
こ
と

Voice

これまで、広報として撮影や取材に
行くことはあっても住民の方と交流
する機会があまりなかったのが現状
でした。行政懇談会を通して、区長
さんや住民の方とじっくりとお話し
することができ、名前を覚えてもら
え、その他のイベントで会えば声を
かけてくださる方もいて、実りある
交流ができた大変貴重な機会でした。

名前を覚えてもらう等、
実りある交流の場に

秘書広聴課
主事　秋田由香里

1
行政懇談会に

おける要望及び
対応状況

行政懇談会での要望を受けて
住民の声を即実現！

で
、
情
報
伝
達
の
連
携
が
可
能
と

な
り
、
緊
急
時
に
は
ワ
ン
ス
テ
ッ

プ
で
位
置
情
報
が
管
理
者
に
送
信

さ
れ
る
な
ど
、
要
援
護
者
対
策
や

情
報
収
集
に
役
立
つ
こ
と
か
ら
、

立
教
大
学
社
会
デ
ザ
イ
ン
研
究
所

と
連
携
し
て
７
月
よ
り
実
証
実
験

を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

◎
久
喜
ま
で
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の

導
入
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
状
況

で
す
か
？

　

３
月
に
試
験
運
行
を
実
施
し
、

７
月
と
９
月
に
も
試
験
運
行
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
運
行
の
結
果
な

ど
を
ふ
ま
え
町
民
の
み
な
さ
ん
が

便
利
に
使
え
る
公
共
交
通
の
仕
組

み
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
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児
童
ク
ラ
ブ

修
繕
費

残
土
条
例

防
災
無
線

公
共
交
通

駐
車
場

交
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
報
告
い
た

用
可
能
に
な
り
ま
す
。

を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

スピード感を持って実行！ 随時改善中！



2
町民の皆さんが安心して快適に暮らせるよう、各行政区からの要望を随時改善中です

道路舗装・側溝等の整備について

道路を開通し、大通りへのアクセス
を快適に

陽光台：①生活圏道路整備工事 幅が狭く通行に不便だった
道路を拡幅

井草：①生活圏道路整備工事

行政懇談会に参加した職員の感想レポート

橋本町長は行政懇談会で行われた質
疑、要望に対し、即回答や何らかの
代替案を提示していました。それは
日頃から知識を蓄え、地域の問題を
想定しているという準備ができてい
る表れであり、職員として同じよう
な行動がとれるよう見解を広げる努
力をしなければと感じました。

即座に回答する
町長の姿勢を目標に

税務課
主幹　本山英憲

①生活圏道路整備工事では、用地を買収し拡幅工事を施工します。
②道路舗装整備工事では、損傷の大きな舗装道路を掘削し、新しく舗装を施工します。
③側溝整備工事では、蓋の設置ができない側溝を危険防止のために蓋のついた側溝へ布設替えをします。

行政区長
さんを通して
ぜひご相談
ください

老朽化した側溝を整備し、
危険だった段差も解消

下小橋：③側溝整備工事

経年劣化し、傷んでいた道路
の舗装整備

路肩が崩れ危険だった道路に
土留め舗装整備

山崎北：②道路維持補修工事 若林新田：②道路舗装整備工事
経年劣化し、傷んでいた道路
の舗装整備

染谷：②道路舗装整備工事

町
政
報
告
と
要
望
改
善

スマートフォン活用し必要な情報
を必要な時期に正しく伝える
防災行政無線にかわる情報伝達手段
として、インターネットラジオとス
マートフォンなどを活用した新たな
システムを導入します。

【その他にも様々な防災対策を行っています】
　・国への防災ステーションの設置要望　　　・広域避難計画の策定　　　・雨水排水計画の策定
　・境地区区長会主催による防災訓練　　　・関東・東北豪雨災害の検証　　　　

4
各行政区からの要望などにより、下記の通り防犯灯及び防犯カメラを新たに設置しております。

防犯対策について

3 町では平成 27 年 9 月の関東・東北豪雨災害を教訓に、様々な新規事業や防災訓練の実施を通して、防災安全の
強化に取り組んでいます。

防災対策について

町内全灯LED化、平成29年度（4月～6月）36灯を新設
広報さかい 3 月号で防犯灯の町内全灯 LED 化（交換 1,736
基＋新設 379 基）の報告をしましたが、その後も各行政区
からの要望などにより、上記 11 行政区計 36 灯の防犯灯を
新たに設置しました。更に、6 行政区より 18 基の新設要望
を受け、新設工事発注済みとなっています。

平成 28年度防犯カメラ 4基を新設
平成 28 年度は新たに 4 基の防犯カメラを設置
し、町内の防犯カメラ数は全 39 基となってい
ます。町の安全化対策のため、設置希望箇所が
ある場合は、区長さんを通して要望願います。

行政区 新設数
金岡 19桐ヶ作

坂花町 3
猿山 1
山崎 1

塚崎一 1
伏木中部 1
伏木南部 3

西泉田 2
長井戸 2

百戸 3
計 36

全国初！ 国土交通省に認可
水害避難タワーの整備

水害時の緊急避難所に活用
役場庁舎西側の駐車場に全国初とな
る水害避難タワーを整備し、水害時
等に緊急避難所として活用するとと
もに、備蓄倉庫や自家発電設備も設
置します。

平成 29 年度
新たに防犯灯を増設

平成 28 年度
新たに防犯カメラを増設

全小学校へ
防災備蓄倉庫を設置

災害時にトイレとして使用可能
災害時に避難所となる町内 5 つの小
学校に、トイレとしても使用できる
防災備蓄倉庫を整備しました。

▲ 四隅を仕切っ
てプライバシー
も確保

▲完成イメージ　約 200 人が 1 度に避難可能▲覚書締結式（写真左が立教大学中村教授）

立教大学と防災情報システム
導入の研究連携覚書を締結

補助事業

▲桐ヶ作地内
▲道の駅さかいトイレ

▲ふれあいの里トイレ

歩道のない道路の交通安全対策！
グリーンベルトを設置しました

境小
付近

通 学 路 の 白 線 が 消 え か
かっているという住民か
らの要望を受け、町が県
に要望を行い、協議の結
果、交通事故防止対策と
して、白線の引き直しと
グリーンベルトが新たに
設置されました。
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VoiceVoice Voice

　横塚行政区の永年の懸案事項でありま
した、この宮戸川に架かる 橋

きょうりょう

梁 整備に
就任早々取り組まれた橋本正裕町長始め
関係機関及び関係地権者の皆様方に厚く
お礼を申し上げます。
　以前は橋の狭さが原因で宮戸川に車両
等が転落するなどの事故が絶えませんで
した。本橋の架け替え工事が一日も早く
完成しますことをご祈念いたします。

　選挙について、あまり自分には関
係がないと思っていたのですが、今
回の授業を聞いて自分の意見が生活
にすごく関わっていることを知り、
選挙に行こうという気持ちになりま
した。授業の中で、「自分の一票で自
分たちの生活を作っていくという意
識が大切」という言葉が心に残りま
した。

　今までは政治、選挙についてあま
りよく分からなかったし、自分には
関係がないと思っていたのですが、
関心を持つことができました。若者
がこれからの社会を作っていくので、
選挙に行くことが大切だと思いまし
た。「選挙が自分たちの生活に密接に
関わっている」とは思っていなかっ
たので、いい勉強になりました。

仮橋完成に感謝するとともに
工事の完成を願います

自分の一票で自分たちの
生活を作っていく意識を

これからの社会を作る
私たちの一票が大切

横塚区長
島根孝男さん

境高校 3年
金子 茉

ま ゆ
由さん

境高校 3年
杉山 颯

はやと
さん

永年の懸案事項が県との協議で実現！

幅員の狭さと老朽化が心配されていた旧橋

境高校３年生 240 人の前で選挙の大切さについて講演

※平成 28 年 7月 10 日参議院選挙時の県内データ

「選挙なんて俺（私）には関
係ない、政治は難しい」で
はなく、身近な生活が政治
に大きく関わっていること
を知ってもらう。

自分が応援したい候補者や
政党に投票することで、自
分が投票した人を通じて、
自分の意見を政治に反映す
ることができる。

「18
歳
選
挙
権
」
出
前
講
座

「18歳選挙権」

出 前 講 座

境高校で投票
の大切さ講演

●境町参与・塙佳憲さん

選挙は入り口
世の中を知るきっかけに

●茨城県選挙管理委員会書記・
　 茂木建太さん

君たちが未来を決める！
ぜひ投票所へ

高
校
生
の
皆
さ
ん
満
18
歳
に
な
っ
た
ら
選
挙
に
行
き
ま
し
ょ
う

仮
橋
の
た
め
、
道
路
走
行
時
は
カ
ー
ブ
や
勾
配
に
ご
注
意
を

投　票　率※

18 歳・19 歳

42.9%

20 代

31.3%

60 代

64.3%

18 歳の皆さんが引き続き選挙へ行って
くれれば、投票率の底上げに！

18　歳　選　挙　権　の　意　義

若者の政治意識を
高めて政治離れを防ぐ

若者の意見を政治に
反映することができる
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補助率
国 55%・町 45％

横塚宮戸川に仮橋が架かりました

橋の老朽化と幅員の狭さから架け替え工事が行われていた横塚の
宮戸川に仮橋が架かりました。

PICK
UP

平
成
26
年
度
か
ら
事
業
が
行
わ
れ
て

い
る
、
横
塚
の
宮
戸
川
に
架
か
る
橋

の
架
け
替
え
工
事
に
つ
い
て
、
こ
の

た
び
仮
橋
が
架
か
り
ま
し
た
。
仮
橋

の
設
置
工
事
は
平
成
29
年
２
月
よ
り

着
手
し
、
５
月
上
旬
に
完
成
し
て
交

通
の
切
り
替
え
を
行
っ
て
い
ま
す
。

仮
橋
へ
取
り
付
く
道
路
は
カ
ー
ブ
や

勾
配
が
き
つ
く
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
従
来
の
宮
戸
川
の
橋
は
、
幅
員
が

狭
い
た
め
、
車
等
の
す
れ
違
い
が
で

き
ず
、
ま
た
老
朽
化
も
危
惧
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
現
在
は
撤
去
も
完
了

し
て
い
ま
す
。

　
６
月
８
日
、
県
立
境
高
等
学
校
３

年
生
を
対
象
に
18
歳
選
挙
権
に
関
す

る
出
前
講
座
が
開
か
れ
ま
し
た
。
茨

城
県
選
挙
管
理
委
員
会
の
茂
木
建
太

書
記
が
選
挙
制
度
に
つ
い
て
説
明
し

た
ほ
か
、
同
じ
く
18
歳
選
挙
制
度
が

施
行
さ
れ
た
昨
年（
平
成
28
年
６
月
）

に
満
18
歳
だ
っ
た
塙
佳
憲
参
与
が
投

票
の
大
切
さ
を
語
り
ま
し
た
。

　

茂
木
書
記
は
、
制
度
改
正
に
よ

り
全
国
で
約
２
４
０
万
人
、
県
で

５
万
７
０
０
０
人
が
新
た
に
有
権
者

に
加
わ
っ
た
と
説
明
。
若
年
層
の
投

票
率
が
高
齢
者
層
に
比
べ
て
低
い
こ

と
を
示
し
、「
高
校
生
で
も
今
の
生

活
に
不
満
は
あ
る
の
で
は
？　
消
費

仮
橋
の
完
成
に
よ
り
、
今
後
は
新
し

い
橋
の
工
事
も
本
格
的
に
始
ま
り
ま

す
。
今
年
度
は
橋
の
基
礎
と
な
る
橋

梁
下
部
工
の
工
事
を
予
定
し
て
お

り
、
以
降
は
橋
の
架
設
、
取
付
部
分

の
道
路
整
備
工
事
と
順
次
着
手
し
て

早
期
開
通
に
向
け
て
進
め
て
い
き
ま

す
。
新
し
い
橋
は
橋
長
17
・
45
メ
ー

ト
ル
、
幅
員
構
成
は
歩
道
２
メ
ー
ト

ル
車
道
８
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
お

り
、
旧
橋
が
あ
っ
た
場
所
に
施
工
さ

れ
ま
す
。
工
事
完
了
ま
で
ご
迷
惑
及

び
ご
不
便
を
お
か
け
い
た
し
ま
す

が
、
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

税
が
高
い
と
か
、
環
境
の
よ
い
と
こ

ろ
で
勉
強
し
た
い
な
ど
、
そ
れ
ら
は

最
終
的
に
は
選
挙
で
選
ば
れ
た
政
治

家
が
決
め
て
い
く
。
若
年
層
の
投

票
率
が
上
が
る
こ
と
は
、
若
者
の
暮

ら
し
や
す
い
社
会
づ
く
り
に
つ
な
が

る
」
と
説
明
し
ま
し
た
。

　

塙
参
与
は
、「
大
人
に
な
る
っ
て

ど
う
い
う
こ
と
？
」
を
テ
ー
マ
に
選

挙
の
大
切
さ
を
訴
え
、「
赤
ち
ゃ
ん

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
幸
せ
に
な
る
方

法
を
考
え
ら
れ
た
ら
一
番
い
い
け
れ

ど
、
そ
れ
は
難
し
い
。
少
な
く
と
も

自
分
が
ど
う
し
た
い
か
を
考
え
て
投

票
を
し
て
ほ
し
い
」
と
、
呼
び
か
け

ま
し
た
。

　
　

本橋
町道 1-1 号線　道路改築工事

仮橋完成により車両のすれ違いが可能になり
安心して走行できるようになりました

仮橋
完成

横
塚
宮
戸
川
に
仮
橋
が
架
か
り
ま
し
た

工事中

旧



Voice

　 Ｄ Ｖ と 聞 く と 身 体 的 な 暴 力 が イ
メージされやすいのですが、それ以
外にも種類があります。それぞれの
内容をしっかりと理解することがと
ても大切だと感じました。同時に、
身体的暴力以外のＤＶは、その言動
がＤＶであると立証されるまでに時
間がかかるのではないかとも感じ、
今後の対策に期待したいです。

DV のそれぞれの内容を
理解することが大切

境町男女共同参画推進委員会　

副会長　飯田 里美さん

▶ 会場いっぱいの参加者のなか、町長も出席
し当セミナー開催への感謝の意を表しました　

講師の中条さん自ら参加者の思いに耳を傾けながらの講演となりました。

家
庭
内
暴
力
に
つ
い
て

正
し
い
知
識
を
！

　
５
月
28
日
︵
日
︶︑
境
町
役
場
４

階
大
会
議
室
に
お
い
て
︑
中
条
美
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因
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境
町
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女
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同
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画
推
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動
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す
︒
皆
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を
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い
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す
︒

暴力は、殴る・蹴るだけではありません。
家庭内でこんなことしたり、されたりしていませんか。 よりよい関係を築くために正しく DV を知ろう！

「DV 防止セミナー」開催
DV（ドメスティックバイオレンス・家庭内暴力）について正しい知識を身につけようと
境町男女共同参画推進委員会主催による講演会が行われました。

DV（ドメスティックバイオレンス・家庭内暴力）とは

▲会場入り口付近で行われた「さしま茶」
の試飲も大変好評でした

ワーク・ライフ・バランス講座
　　　９月３日（日）午後１時～午後３時
　　　安藤哲也氏
　　　境町役場４階大会議室

。

次 回 講 座 の ご 案 内

仕事と家族との時間、自分の時間も楽しもう！

日時

講師

会場

精神的ＤＶ

● 相手に向かってばかにした
　言葉や汚い言葉を言う。
● 相手を繰り返し批判したり
　否定的なことを言ったりする。
● 相手をけなす。
● 無視する。
● 大声で怒鳴る。
● 電話やメールを無断で
　チェックする。

身体的ＤＶ

● 殴る、蹴る。
● 相手に向かって、
　物を投げつける。
● 髪の毛をつかんで引っ張る。
● 危険物や凶器をつかう。

経済的なＤＶ

● 借りたお金をかえさない。
● お金を貢がせる。
● デート費用をいつも払わせる。
● 生活費を渡さない。

　2001 年、ウイメンズネット「らいず」
設立時より DV 被害者支援に関わる。現在、
同会理事・ヘルプライン部会長。
　2003 年 5 月、県西地域を拠点としての
DV 防止啓発・DV 被害者支援を目的に「west
らいず」を設立。2005 年から現在まで会
長を務める。
　また、デート DV と言う言葉が知られな
かった 2006 年、DV 防止には若年層の防
止教育が必要と感じ、アウェア認定デート
DV 防止プログラムのファシリテーター※、
更に DV 加害者プログラムのファシリテー
ターの資格を取得。
NPO 法人リジリエンスより、性暴力被害者
支援者「SAFER アソシエイト」として認定。
現在、地元での地域活動の傍ら、DV 被害
者のための電話相談員、DV・デート DV 防
止のための出前講座の講師として活動中。

中条 美智子さん

講師プロフィール
STOP!

DV

？

配偶者からの被害経験 女性の4人に1人

交際相手からの被害経験 女性の5人に1人

同居経験ありでは3人に 1人

命の危険を感じたことがある 女性の20人に1人

誰にも相談しなかった 約4割

相手と別れなかった理由
「子どものことを考えたから」

約半数
※平成 26 年内閣府調査結果

※平成 27 年度警視庁発表資料

※そのほか、性的 DV など

DV 被害の約 9 割以上が
女性！！！

男性 7%

女性 93%

配偶者からのDV被害は年々増加傾向にあります

DV 認知件数

63,141 件

ストーカー認知件数

19,920 件

配偶者による検挙数

傷害 2,652 件、暴行 3,743 件、

殺人 147 件
※平成 27 年警察庁統計

DV相談はこちら▶ 社会福祉課　☎ 81-1305（毎週月～金AM9:00 ～ PM5:00）※祝日除く

※ファシリテーター……実施者
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境町社会人サッカーチーム
「境トリニタス」が県大会優勝！

　境町の社会人サッカーチーム「境トリニタス」
が、第 24 回全国クラブチームサッカー選手権大
会茨城大会で、出場した 30 チームを制し、見事
優勝に輝きました。境トリニタスは、今春、元 J
リーガー（浦和レッズ所属）で、約 15 年の指導
歴を持つ広瀬治さんを監督に迎え、茨城県社会人
サッカーリーグ 2 部でリーグ戦を戦っています。
将来の J リーグ入りを目指して奮闘中ですので、
町民の皆さんの更なる応援をお願いいたします。
　また、5 月 26 日には、境トリニ
タスのメンバーと絵手紙作家の猪瀬
愛子さん（八千代町）、佐怒賀森戸
郵便局長が役場を訪れ、県大会での
優勝報告とともに、菜の花フェス
ティバルで開催した絵手紙教室で販
売した絵手紙作品の収益金 12,320
円を教育振興に役立てて欲しいと寄
付されました。

５/４・
５/26

寄贈のため来庁されたプロデューサーの甘木モリ
オさん（写真左）

寄付に訪れた皆さん（写真右から境ス
ポーツクラブ 倉持理事長、森戸郵便局 
佐怒賀局長、猪瀬愛子絵手紙教室 猪瀬
代表）県内から 30 チームが出場した中、見事に優勝を勝ち取りました

前後半 0 点の激戦で、延長後半で勝
ち越しゴール！

優勝報告に来庁された境トリニタスの皆さん

⬆ 規律訓練の様子
➡  18 名の新入団員
は新人訓練を受け
ました

5 月 27 日 の 様 子。
早朝から多くの皆さ
んが参加しました

花植え後、ばんどう太郎
従業員による路肩の除草
作業も行われました

6 月 2 日の様子。
オレンジや黄色
の花がかわいい
マリーゴールド
と印象的な赤い
花を咲かせるサ
ルビアが植えら
れました

「まちであそん」開催で高校生が
アイデア出し合いまちあるき！
　「まちであそん」は、ま

・ ・
ちとアイデ

・ ・
アとマラソ

・ ・
ンを組

み合わせた造語で、高校生が “まちであそぶ” アイデア
を考え、実際に自分たちでやってみることを支援する、
3 ヶ月の継続的なイベントです。今年のテーマは、「境
町で週末を過ごすなら」。5 月 21 日（日）は、オリエンテー
ションとして、講演会「“私” から始める小さなイノベー
ション」をはじめ、アイデアの出し方から仕上げ方のア
ドバイスや、各グループごとにまちあるきを行うなど、
実践的なワークショップが実施されました。高校生たち
は熱心に取り組み、次回につながる様々な収穫を得た一
日となりました。

５/21

増田教育長をはじめ、実行委員長の塙参与や大学生メンター（指導者）
のサポートのもと、「まちであそん」が始動しました！

アイデアの出し方についてアドバイ
スを行う塙参与

まちあるきで発見した気づきをま
とめる高校生の皆さん

町内撮影の映画『いぬやしき』で
使用された瓦礫のセットが寄贈
　町内で撮影された映画『いぬやしき』の映画製作会社
より、瓦礫のセットが寄贈されました。瓦礫は発砲スチ
ロールで作ったコンクリート塊などで、クライマックス
のアクションシーンに使用された貴重なものです。映画
用に 4 ｔトラック 4 台分が製作され、そのうちトラック
一台分が寄贈されました。今後、ロケ地の町として PR
するため、戦隊ものやアニメの実写版、テレビドラマや
映画の撮影などに貸し出す予定です。
　『いぬやしき』
は漫画雑誌に掲
載されている人
気 SF コミック。
今回、木梨憲武
さんや佐藤健さ
ん、二階堂ふみ
さんらの出演で
実 写 化 さ れ ま
す。2018 年全国
公開予定です。

５/８

映画会社より寄贈された瓦礫のセット。瓦礫はトラック一台分にのぼり
ます。3 月に町内の住宅団地でロケが行われました

石井国土交通大臣に
圏央道 4 車線化の要望書を提出！
　6 月 13 日（火）、国土交通省（東京都千代田区霞ヶ関）
にて、橋本境町長、片庭つくばみらい市長、鬼沢鉾田市長、
神達常総市長、五十嵐つくば市長の 5 名の首長が、石井
啓一国土交通大臣に、東関東自動車道の早期完成、茨城
県内スマート IC の整備、そして、圏央道の 4 車線化の
要望書を提出しました。
　石井大臣からは、まずは全線開通が優先だが、交通量
の増加は把握している。安全面などを考慮し、優先順位
は高い道路という内容の話があり、今後も県や沿線市町
村と連携し、4 車線化の推進や、追い越し車線の増設な
どを積極的に国に働きかけていきます。

６/13

（写真左から）橋本町長、神達常総市長、片庭つくばみらい市長、石井大臣、
鬼沢鉾田市長、五十嵐つくば市長、秋葉水戸副市長

地域の安全のために邁進
「消防団員基本訓練」

町中をたくさんの花で彩ろう！
「花いっぱい運動」で花約 1,900 本

　境町消防団（加藤正則団長）では、5 月 14 日（日）
勤労青少年ホームにおいて、消防の任務遂行に必要とさ
れる厳正な規律の保持と、迅速で的確な秩序ある行動を
習得するため、消防団員基本訓練を実施しました。当日
は、本年度入団した 18 名の新入団員を含む 151 名が参
加し、坂東消防署境分署員の指導のもと、規律訓練や部
隊行進などが繰り返し行われました。

　通勤・通学者をはじめ多くの町民の皆さんにご好評を
いただいている「花いっぱい運動」が 2 日間にわたり開
催されました。当日は、境町婦人会、境青年会議所、境
郵便局、ばんどう太郎、境町ネットワーカー等連絡協議
会から総勢約 80 名の皆さんにご協力をいただき、県道
尾崎・境線の長井戸地内及び松岡町 NTT 交差点の緑地
帯にマリーゴールドやサルビアなどの花約 1,900 本が植
えられました。

５/14

５/27・６/ ２

たくさんの参加者と天気に恵まれ、今年も楽しく開催されました

快晴のなか、親子連れでサイクリングを楽しむ参加者の皆さん

利根川沿いを軽快に走ろう！
「親子サイクリング」

　境町体育協会が主催する「第 11 回親子サイクリング」
が行われ、親子連れをはじめとする 56 名の方が参加し、
利根川沿いのサイクリングコースを自転車で快走しまし
た。当日はサイクリング日和のなか、利根川河川敷から
約 14km 先の古河市総合公園を目指しました。参加者や
子どもたちの笑顔あふれるイベントとなりました。

６/４
結成わずか
一年の快挙！　

絵手紙教室の収益金が寄付されました
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スポーツ

第 35 回 境町高齢者ゲートボール大会

境一中女子ソフト部の田中菜
さ き

稀さん
選抜選手として全国大会へ出場

第 37 回 境町近隣中学校卓球大会

第 45 回 
境町グラウンド・ゴルフ協会

　3 月 26 日（日）〜 29 日（水）の 4 日間、東京都三鷹
市において第 13 回都道府県対抗全日本中学生女子ソフ
トボール大会が開催され、境一中女子ソフトボール部の
田中菜稀さんが茨城県全 36 チームの選抜選手として出
場を果たしました。惜しくも 2 対 3 で一回戦敗退とな
りましたが、田中さんの今後のご活躍を祈念いたします。

会　場　ふれあいの里
参加チーム数　6 チーム　42 名
優　勝　内門新田いきいきクラブ
準優勝　塚崎百楽会
第３位　塚崎宝寿会会　場　境町民体育館

参加チーム数　男子 32 校、女子 27 校
●男子の部
優　勝　　野田北部中学校
準優勝　　総和北中学校
第３位　　下妻中学校
第３位　　境第二中学校
●女子の部
優　勝　　下館北中学校
準優勝　　下妻中学校
第３位　　下館南中学校
第３位　　千代川中学校

会　場　ふれあいの里
参加人数　210 名　ホール数　32 ホール
●男子の部　上位入賞者
優　勝　境町住吉町　小鶴　　忠（69 打）
準優勝　境町住吉町　三上　光雄（73 打）
第３位　境町住吉町　吉沢　孝行（74 打）
●女子の部　上位入賞者
優　勝　境町内門 渡辺　　銑（71 打）
準優勝　境町旭町 鈴木美代子（73 打）
第３位　境町宮本町 福島　政子（78 打）

５/６

５/ ９

５/17

５/27

▲優勝した内門新田いきいきクラブの皆さん

5 月 6・7 日に開催された、「中畑清杯争奪中学校女子ソフトボール大会」
で全国大会出場の報告が行われました

前列左から鈴木さん、渡辺さん、福島さん
後列左から三上さん、小鶴さん、吉沢さん

「対話」のまちづくり　あなたのご意見をお待ちしています

橋本　正裕

　町では、町民の皆さんの豊かな知識やアイデアを、まちづくりに活かし
ていこうと、多くの町民の方々と「対話」を積み重ねる事業を行ってい
ます。
　地域の身近な諸問題や町に対するご意見やご要望をお待ちしています。

【他にもあります！行政との「対話」の窓口】
　境町ホームページの「さかいホットライン」でも、町民の皆様のご意
見を受け付けています。
【境町役場ホームページ】　http://www.town.sakai.ibaraki.jp/

ぜひあなたの声をお寄せください。
■問合せ先　役場秘書広聴課　☎ 81-1329

はっしーポスト

★
Ｓ

ＡＫＡＩ★　
　
  TOWN OFFICE

境町長

橋本　正裕

TOOW境町長

山折り①

境 　 　 町 　 　 長 　 　 行

山折り②

茨 城 境 郵 便 局 私 書 箱 第 三 号
（ 切 手 を 貼 ら ず に ご 投 函 く だ さ い ）
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屋

鶯
や 

し
ど
ろ
も
ど
ろ
の 

啼
き
始
め

鶯
の 

初
音
に
迷
ふ 

深
山
か
な

草
餅
を 

供
え
祝
う
や 

孫
の
声

山
の
宿 

春
告
鳥
の 

声
で
起
き

草
餅
の 

焼
ひ
て
昔
が 

匂
ひ
け
り

縄
張
り
の 

藪
を
取
り
合
ふ 

初
音
か
な

行
く
春
や 

四
国
へ
渡
る 

巡
礼
笠

行
く
春
を 

黙
し
て
送
り 

木
々
の
幹

草
餅
や 

盆
に
一
つ
の 

残
り
福

行
く
春
を 

惜
し
む
間
も
な
く 

年
重
ね

行
く
春
や 

畦あ
ぜ

踏
み
し
め
て 

農
始
め

は
か
ら
ず
も 

鶯
の
声 

墓
参
か
な

行
く
春
や 

半
袖
目
立
つ 

下
校
生

草
餅
の 

野
の
香
や
さ
し
く 

母
偲
う

二
十
八
年
度
N
H
K
全
国
俳
句
大
会
入
選
作

佳
作　

妃
殿
下
の 

帽
子
に
止
ま
る 

園
の
蝶

入
選　

ペ
ン
シ
ョ
ン
の 

ラ
ン
タ
ン
灯
る 

十
三
夜

入
選　

牡
丹
園 

野
点
の
傘
も 

咲
き
に
け
り

入
選　

一
頻
り 

高
鳴
き
合
ふ
や 

雨
蛙

入
選　

達
磨
市 

ご
く
人
並
の 

福
を
買
ふ

第
十
九
回
長
塚
節
文
学
賞
入
選
作

入
選　

蘇
る
青
田
に
託
す 

明
日
の
夢

（
古
谷
野
信
子
）

（
中
村
正
己
）

（
菅
谷
な
か
）

　
（
中
村　

仁
）

（
遠
藤
譲
一
）

（
高
塚
香
代
子
）

古
谷
野
信
子

（
渡
辺
久
子
）

（
中
嶋
清
江
）

篠
塚
正
六

（
大
岡
幸
子
）

（
和
田
節
男
）

須
賀
君
代

（
須
賀
君
代
）

（
島
田
ま
さ
子
）

川
辺
充
雄

（
川
辺
充
雄
）

（
石
塚
み
よ
子
）

同 （
篠
塚
正
六
）

（
落
合
純
子
）

川
辺
充
雄

（
小
川
省
三
）

短　

歌

目
に
若
葉 

ぼ
た
ん
桜
も 

咲
き
は
じ
め 

季
節
の
め
ぐ
り 

目
に
し
み
込こ

む
る

朝
桜 

隣
の
庭
に 

開
花
せ
り 

訪
れ
る
人
ら 

み
な
癒
さ
れ
る

寄
せ
植
え
の 

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
は 

際
立
ち
て 

存
在
幸さ

ち

な
す 

女
性
の
よ
う
に

春
の
風 

あ
た
り
一
面 

咲
き
荒
れ
て 

桜さ
く
ら
ば
な花舞

う 

宵よ
い

の
ひ
と
と
き

満
開
の 

桜
並
木
を 

歩
み
つ
つ 

老お
い

の
心
を　

花
に
か
た
り
て

ハ
ラ
ハ
ラ
と 

春
を
惜お

し

む
か 

桜
散
り 

利
根
は
流
れ
し 

遠
つ
く
ば
霞
む

よ
べ
の
雨 

雫
し
た
た
る 

木
蓮
の 

紫し
い
ろ色
ほ
こ
ろ
び 

春
匂
う
な
り

我
が
為
に 

買
い
求
め
い
し 

新し
ん
い
え家

は 

オ
ー
ル
電
化
で 

歓
喜
歓
喜
な
り

上
下
線 

途
切
れ
る
間
も
無
く 

行
く
電
車 

踏
切
り
開
か
ず 

長ち
ょ
う
だ蛇

の
車

母
の
齢 

は
る
か
に
越
え
て 

振
り
向
け
ば 

幸
せ
多
し 

吾
が
人
生
も

大
涌
谷
の 

噴
き
上
ぐ
る
煙 

眺
め
つ
つ 

親
子
で
食
べ
ぬ 

延
命
た
ま
ご

境
短
歌
会　
山
鳩

飯
田　

俊
子

斉
藤　

敬
子

川
村　

米
子

風
間　

リ
ヨ
子

川
上　

ヒ
サ

稲
田　

美
重
子

松
岡　

美
智
子

五
月
女　

三
枝
子

本
島　

い
と
子

鈴
木　

喜
与
子

桜
井　

レ
イ

暦
の
上
で
は
六
月
は
中
旬
よ
り
梅
雨
の
時
期
に
入
り
ま

す
。
木
々
の
緑
が
濃
く
と
き
お
り
降
る
雨
に
つ
や
や
か
に

輝
き
し
っ
と
り
と
し
た
風
情
た
だ
よ
う
入に
ゅ
う
ば
い梅の

頃
は
心
に

染
み
る
よ
う
な
美
し
さ
が
感
じ
ら
れ
る
季
節
だ
と
も
思
い

ま
す
。
梅
雨
の
晴
れ
間
に
見
る
稲
の
み
ど
り
も
又
美
し
い

も
の
で
す
。
後
半
は
夏げ

し至
と
な
り
徐
々
に
夏
の
装
い
と

な
っ
て
来
ま
す
。
梅
雨
の
頃
は
気
持
ち
も
じ
め
じ
め
し
が

ち
で
す
が
つ
と
め
て
明
る
く
過
ご
し
度た

い
も
の
で
す
。

「広報さかい」へ有料広告を
掲載しませんか？

広告
掲載料
※詳しくは下記までお問合わせください。

役場秘書広聴課
電話 0280（81）1329　
E-mail　 kouhou@town.sakai.ibaraki.jp

問合せ先

◎ 1 段全枠　15,000 円　
◎ 1 段半枠　18,000 円

広告募集中

はっしーポスト

谷折り①

谷折り②

 ご職業

 電話番号

  匿名の場合は、回答できませんので、ご住所・お名前等を
  必ずお書きください。

　　　             〒
  ご住所

  お名前　　　　　　　　　　　　　　男・女　　　　　  歳

の
り
し
ろ
①

の
り
し
ろ
①

の
り
し
ろ
①

の
り
し
ろ
①

の
り
し
ろ
②

のりしろ③Sakai town news Sakai town news23 22

あなたの街の

仲人おばさん紹介

体験入会男女共に

3 ヶ月　 5,000 円 ※公的書類提出可能な方→
★お見合い後交際に入った場合は正式に入会手続きが必要です。

結婚相談室チャペル　　　　　　　　　　　　　　　の代表遠藤明美と申します。
真剣に結婚を考えられている方のみご相談ください。全力でお手伝いいたします。

この道 19年、仲人の達人！！
今すぐ・・・完全予約制

〒 306-0011　茨城県古河市東 3-5-13　イトーヨーカドー南側　

☎   0280-30-7070

さ
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雄
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き
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代

ま
こ 光

夫

み
よ
子 正

六

す
み
子

省
三
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町の人口と世帯数　※平成 29年 6月１日現在の常住人口（前月比）
■総人口 24,333 人（＋24）　■男性 12,243 人（+34）　■女性 12,090 人（-10）　■世帯数 8,289 世帯（+31）

Sakai town news 24

広
報
さ
か
い

　
平
成
29
年
6
月
号


